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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第２問 問５地理Ｂ

原理原則の理解を踏まえて考察する問題

2022年度大学入学共通テスト
「地理Ｂ」
受験者数： 141，375人
平均点： 58.99点
標準偏差： 16.23

出 題 の 特 徴

共通テストでは定番となった「凡例」と「国名」を、組み
合わせ形式で問う出題です。
複数の要素の中から、身についている知識をもとに着
眼点をみつけ、ステップを踏んで論理的に正解を導く
力が求められました。

指導の ご提案

今年の共通テストでは、すべての設問が何らかの資料
をもとに出題されました。初見の資料や見慣れない形
式の出題であっても、身につけた知識をもとに、どこに
着目するかを見つける力が大切です。
授業の中では、資料を読む着眼点を身につけることが
できるように、「発問」を通して、複数の実例（具体例）
から理論を導き出す、逆に学んだ理論（原理原則）が
具体化されている例を探すような実践を重ねることが
有効だと考えられます。

【出典】 問題・データとも、2022年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和４年度大学入学共通テスト実施結果の概要」（令和4年2月7日公表）のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

第３問 問３地理Ｂ

複数の指標を比較して概念を具体化する問題

出 題 の 特 徴

大都市の内部構造について、異なる指標を示した４つ
の図をもとに、ジェントリフィケーションがみられる地区
を判断する問題です。
設問文にあるジェントリフィケーションの説明をもとに、
概念の理解と、統計地図の読解の技能、さらには比較
することで具体的なイメージを導く地理的な思考力が
求められました。

指導の ご提案

用語の意味を知っているだけではなく、具体的にイメー
ジできることが、資料をより深く読み込むことにつなが
ります。
地理的思考力の育成には、具体的なテーマに対して、
必要な資料を探し、時には複数の資料を組み合わせた
り比較したりして、論理的に考えていくという探究的な
授業が有効です。その中で、理論だけではなく具体的
な景観や生活を想起させるような働きかけをされるこ
とをおすすめします。

教材のご紹介

2022年度大学入学共通テスト
「地理Ｂ」
受験者数： 141，375人
平均点： 58.99点
標準偏差： 16.23

【出典】 問題・データとも、2022年度大学入学共通テスト（本試験）より。データは「令和４年度大学入学共通テスト実施結果の概要」（令和4年2月7日公表）のものです。
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大学入学共通テスト

出題の特徴と共通テスト対策指導のご提案

教材のご紹介… 「2023共通テスト対策【実力完成】直前演習 地理B」

202３版は6月発刊予定で、
4月から見本請求の受け付
けを開始します。

複数の資料を比較して具体例と結びつける問題 解答解説

定価880円（税込み）

重要な問題は、ステップを
踏んで解説しています

第２回 第３問

誌面・収録回は2022版のものです。


